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平成２９年７月１２日 

福島県県南建設事務所 

各種事業パンフレットについて 

 当事務所では、事業を分かりやすく理解していただくために事業パンフレットを作成し公表し

ています。 

つきましては、今回、国道２９４号「白河バイパス」及び国道２８９号「渡瀬バイパス・青生

野工区」のパンフレットを改訂しましたのでご紹介します。 

尚、パンフレットは、事業説明会や用地交渉、関係機関への説明に使用しています。 

 

【パンフレット概要】 

改訂内容：国道２９４号「白河バイパス」（白河市）→ 写真の更新 

  国道２８９号「渡瀬バイパス」（鮫川村）→ 青生野工区追加 

 

【検索キーワード】 

「福島県県南建設事務所」をご覧ください。 

ＵＲＬ：http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41330a/pamphlet-kennanken.html 

 

【その他事業パンフレット】  

国道３４９号「下関工区」（鮫川村） 

歩行空間確保への取り組み（県南管内３５箇所）も発行しています。 

    

 

 

 

 

                                                         

【問い合わせ先】 

 福島県県南建設事務所 

  事業部長 丸山 泰人 

電話 0248-23-1602 

FAX 0248-23-1642 



国道294号白河バイパス
白河バイパス整備事業・現道拡幅事業

【福島県白河市南湖～豊地】

福島県県南建設事務所

お問い合わせ先
福島県県南建設事務所 事業部 道路課
〒961-0971 白河市昭和町２６９番地
（電 話）０２４８－２３－１６７３
（ＦＡＸ）０２４８－２３－１５０４
（ＵＲＬ) http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41330a/

平成２９年７月版

◆国道２９４号の歴史
白河市内の国道２９４号は、かつて奥州街道（明治以降は陸羽街道）と言われる歴史ある街道筋で
す。
現在の道筋は、１６２７年に白河藩が成立し初代藩主となった丹羽長重（にわながしげ）が城下町の
再整備や奥州街道のルート変更を行い、現在の中心市街地の基礎を築いたとされており、現在に至
るまでほぼ変わることなく幹線道路としての役割を担ってきたルートです。

◆国道２９４号のいま
車社会となった現代にあっては、白河市内では城下町の名残からクランク状の曲がり角が多く、ま
た十分な歩道幅も取れないことから、自動車交通並びに歩行空間の安全性が確保できない状況と
なっています。
市内での安全な通勤・通学や日常生活での利便性確保、観光客を招き入れての地域活性化、広域
的で安定した物流などを実現するため、歴史ある街道筋を残しつつ新たな白河市内の骨格をなす道
路として、白河市を南北に縦断する国道２９４号白河バイパスを平成３０年代前半の供用開始を目指
し整備しています。

奥州白河城下全図（白河市歴史民俗資料館蔵）

奥州街道の道筋が
ほぼそのまま、現在
の国道294号となっ
ています。

道路交通が集中し渋滞が頻発 道幅が狭く歩行空間が不十分

馬町工区（平成２５年度供用開始）
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国道289号
渡瀬バイパス・青生野工区

【福島県東白川郡鮫川村渡瀬～青生野地内】

福島県県南建設事務所

お問い合わせ先
福島県県南建設事務所 事業部 道路課
〒961-0971 白河市昭和町２６９番地
（電 話）０２４８－２３－１６２０
（ＦＡＸ）０２４８－２３－１５０４
（ＵＲＬ) http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41330a/

平成２９年７月版

◆福島県の南部軸
南部軸は新潟県から南会津・県南地域を経ていわき地域を結ぶ福島県の県土連携軸であるととも
に、縦軸と連携し北関東との連携・交流を担うものです。この南部軸の根幹を担うのが国道２８９号
であり、これまでに甲子道路や荷路夫バイパスなどを整備し、県内外の多くの車が利用しています。
引き続き、渡瀬バイパスの他、八十里越道路や南倉沢バイパスなどを整備し、利便性が高く安全
な南部軸を築いていきます。

◆国道２８９号渡瀬・青生野地域のいま
現在の国道２８９号は、渡瀬川に沿った谷間を通っているため道幅が狭く、大型車両とのすれ違い
が出来ない場所が多く安全な道路交通が確保できていません。また、急峻な地形であるため落石な
どの危険な箇所が多く、大雨で累計雨量100mmを超過した場合には通行止めとせざるを得ず、その
場合は県道勿来浅川線や県道いわき石川線まで大きく迂回する必要があります。
このため、平成３０年代前半の供用開始を目指し、危険箇所を避けた新たな道路として渡瀬バイパ
スと青生野工区の整備を進めています。

雨量による通行規制の案内表示板

渡瀬バイパス
青生野工区

道幅が狭く大型車とのすれ違いが困難な箇所

八十里越道路

甲子道路

南倉沢バイパス
荷路夫バイパス
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